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粒子線治療はブラッグピークを腫瘍の位置に合わせて、腫瘍細胞の遺伝子情報を破壊するがん治療

法である。他の治療法と比べて、正常な細胞への損傷といった身体的影響が小さく、さらに長期にわ

たる入院治療などの必要もないなどの利点がある。ただし、粒子線を照射時の実際のブラッグピーク

位置が、狙った位置と一致したかどうかをリアルタイムに確認する方法は現在なく、正常な細胞に損

傷を与えている可能性もあり、実際に 1-2 cm ずれる可能性も報告されている [1]。そこで、われわれ

は電子飛跡型コンプトンカメラ(ETCC)を用いた当該リアルタイムモニタの開発を行っている[2]。

ETCC はこれまでのガンマ線撮像カメラでは原理的に不可能だった、ガンマ線１光子ごとに到来方向と

そのエネルギーの測定が可能で、ノイズに強いという特徴がある。2018 年には電子飛跡型コンプトン

カメラ(ETCC)を用いて、放射線医学総合研究所にある重粒子線がん治療装（HIMAC）にて、290 MeV

の炭素線（粒子線のひとつで、炭素の原子核）を実際の治療時に近い流量で、人体に見立てたアクリ

ル容器に照射させ、そこから出るガンマ線の撮像を行い、ETCCを用いて世界で初めてのガンマ線撮像

に成功している。 

前回の学会では上記の HIMACでの実験の説明を行った。本公演では、ETCC のガス検出器のパーツ

の詳細、新規シンチレータである Ce 添加(Gd,La)2Si2O7（Ce:La-GPS）のアレイ化などを中心に紹介す

る。加えて、HIMAC での追加実験について、報告するとともに、沼倉氏らがポスターで発表するシミ

ュレーション研究についても簡単に紹介する。 
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